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１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめに 

前報に引き続き、加熱実験(No.2 及び No.3)について、

炭化速度および温度分布の結果について報告する。 

２．２．２．２．火災加熱時及び火災加熱終了後の炭化速度火災加熱時及び火災加熱終了後の炭化速度火災加熱時及び火災加熱終了後の炭化速度火災加熱時及び火災加熱終了後の炭化速度 

残存断面及び炭化深さから計算した平均炭化速度を表 1

～2 に示す。加熱開始から 1 時間までの炭化速度は梁幅方

向で 0.61mm/分であり、梁背方向で 0.68mm/分であった。

これは既往の研究 1）に近い結果である。加熱終了後の冷

却過程における炭化速度は、加熱中の炭化速度に比べて

小さく、加熱終了後から 1～2 時間経過した時点での炭化

は殆ど進行せず、0 に近い値となった。炭化の進行は加熱

終了後から徐々に進行が止まる傾向が見られるが、炭化

層内側の変色領域は、徐々にではあるが広がりを見せて

いた。加熱前、加熱１時間、加熱終了後 1、2、3 及び 7

時間冷却した試験体断面の状況を写真 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.3 の試験体においては、加熱終了後の自然冷却時に

おける炉内空気量を増加した場合の炭化の状況を観察し

た。加熱終了後の炉内温度については空気量を増加して

いることもあり、No.2 に比べて炉内温度は低く、加熱終

了後 2 時間時点では約 120℃程度も低くなっていた。No.2

及び No.3 の炉内温度の状況を図 1 に示す。その一方で、

空気量を増加していた事により、No.3 は、試験体隅角部

構造用集成材 梁 火災 

炭化速度 温度分布 火災時耐力 

時間 幅方向 背方向

0h-1h

(火災加熱時)
0.61 0.68

1h-2h

(火災加熱終了後)
0.05 0.06

2h-3h

(火災加熱終了後)
-0.01 0.04

3h-4h

(火災加熱終了後)
0.03 -0.01

4h-8h

(火災加熱終了後)
0.00 0.00

平均炭化速度  [mm/分]

時間 幅方向 背方向

0h-1h

(火災加熱時)
0.63 0.61

1h-2h

(火災加熱終了後)
0.00 0.08

2h-3h

(火災加熱終了後)
0.02 0.10

3h-4h

(火災加熱終了後)
0.02 -0.05

4h-8h

(火災加熱終了後)
-0.01 0.00

平均炭化速度  [mm/分]

写真写真写真写真 1111    試験体断面の状況試験体断面の状況試験体断面の状況試験体断面の状況    

表表表表 1111    残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度(No.2)(No.2)(No.2)(No.2)    

表表表表 2222    残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度残存断面から算出した平均炭化速度(No.3)(No.3)(No.3)(No.3)    
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の炭化状況が、No.2 に比べて進行しており、加熱終了後

の試験体表面の自己燃焼についても 112 分頃まで観察さ

れた。試験体表面の自己燃焼については 240 分時点では

殆ど無くなっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．３．３．３．火災加熱時及び火災加熱終了後の断面内温度分布火災加熱時及び火災加熱終了後の断面内温度分布火災加熱時及び火災加熱終了後の断面内温度分布火災加熱時及び火災加熱終了後の断面内温度分布 

 断面内部温度測定結果(No.2)を図 2～図 4 に示す。試験

体下部から 30mm の位置においては、加熱開始 20 分を超

えたあたりから温度が急激に上昇し、加熱開始 40 分頃に

は 200℃に到達していた。試験体断面中央については、加

熱開始 1 時間時点では約 30℃付近の温度であったが、加

熱終了後 3 時間経過時点では 100℃まで温度が上昇してい

た。側面から 45mm の深さの位置については、隅角部(下

面からの深さ 30mm 及び 60mm)を除いて、ピーク温度で約

200℃程度まで上昇していた。8 時間時点においては、全

断面の温度分布は 50℃～130℃の範囲であった。また、断

面中央及び側面から 65mm の位置については、100℃付近

において、水分の蒸発潜熱の影響と思われる温度停滞が

確認された。加熱終了後の炉内空気量を増加した No.3 試

験体の断面内温度分布については、No.2 と殆ど同じよう

な温度分布傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．まとめまとめまとめまとめ 

本実験より得られた火災加熱時及び火災加熱終了後の

炭化速度及び断面内温度分布に関する知見を以下に示す。 

 

(1) 加熱時の炭化速度は、梁幅方向で 0.61mm/分、梁

背方向で 0.68mm/分であり、260℃到達時間と比較

すると、概ね一致する結果であった。 

(2) 加熱終了後における炭化速度は，加熱中に比べて

かなり小さかった。加熱終了から 1～2 時間経過し

た時点においては、炭化は殆ど進行せず、0 に近

い値となる。 

(3) 炭化層内側の変色領域は、加熱終了後も徐々に広

がり、炭化層と変色領域を含めた深さは、8 時間

終了時点で約 60mm 程度であった。 

(4) 加熱終了時の 1 時間後では断面中央部の温度が常

温に近かったが、加熱終了後に内部温度は上昇し、

加熱開始から 4 時間（加熱終了後 3 時間）の時点

で断面中央部全域では 100℃～180℃程度となった。 
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図１図１図１図１    炉内温度の状況炉内温度の状況炉内温度の状況炉内温度の状況((((加熱～実験終了加熱～実験終了加熱～実験終了加熱～実験終了))))    

図図図図 2222    温度測定結果温度測定結果温度測定結果温度測定結果((((側面から側面から側面から側面から 65mm)65mm)65mm)65mm)    

図図図図 3333    温度測定結果温度測定結果温度測定結果温度測定結果((((幅方向中央断面幅方向中央断面幅方向中央断面幅方向中央断面))))    

図図図図 4444    温度測定結果温度測定結果温度測定結果温度測定結果((((側面から側面から側面から側面から 45mm)45mm)45mm)45mm)    
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